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は じ め に

本稿 は、生き ることと言語教 育 とい うテーマに沿

いつ っ、言語 活動 主体の充実 とは何か とい う課題 に

つ いて私見 を述べ る ものであ る。

「言語活動」 とい う術語 自体 は、国語教育の分野

で、す でに西尾実(1951)が 「言語 活動主義」 「言語

生活主義」とい う概念 を唱 え、 「主体 」に関 しては、

田近洵一(1975)が 「言語行 動主体 」とい う名称 を用

いてい る。また 「言語主体」 とい う表現その もの は、

時枝 誠記は じめ、すで に多 くの論者 が用い るところ

であ る。

「言語活動主体」の意 味す るところは、基本 的に

「言 語主体」 と同様で あるが 、 ここで注 目す るのは

「言語」そのものではな く、 「言語 」に よる 「活動」

で あ るとい う点であ る。その ため、 あえて 「言語活

動主体」 と称す る。 その意味 では、西尾 の主張す る

「言語活動主義 」 「言語生活主義 」 と通底す るもの

であ るとい えよ う。

さらに、この 「言語活動 主体の充 実」とい うのは、

西尾 の言 う 「言語生活 の充実」 に近い概念 である。

ただ、西尾は 、 「言語 生活の充実 」 とは何か とい う

問いに さほ どていね いに答 えてい るわ けで はない。

ここでは、言語教育 と生き るこ ととい うテーマの

下、 「言語活動主体」 の充 実 とい う観 点か ら、個人

の 「言語生活」の充実 に至るた めの、基本的な道筋

を、言 語教育の 目的 とい う視点 か ら論述す る。

1言 語 教 育 の 目 的 と は 何 か 一 こ とば の活 動

は 市民 を つ くる活動 で あ る

まず 、言語教 育の 目的 とは何 か とい う問いに対 し

て、 こ とばの活動は市民 としての個人 をつ くる活 動

であ る とい う答 えを用 意 したい。

で は、なぜ言語 教育は市民性 形成 をめ ざさなけれ

ばな らないのだ ろ うか。

ここでは、人 間 とい う存在 について 、年齢 ととも

に蓄積 され る知識 ・情報の量だ けで な く、感 じる力

(感覚 ・感情)と 考 え る力(判 断 ・思考)の 総体 を持 っ

た もの として捉 え ることとす る。 その総体 が、社会

にお ける市民 としての役割 を果たす ことでは じめて

人間 とな ると考 えるか らである。

ここで言 う市民 とは、社会におけ る人 間のあ り方

を指 す もの と しよ う。 それ は、社会にお ける他者 と

の対話の 中で、 自己を表現 し、社会 を形成す る個 人

のこ とであ る。 したが って、市民性 とは、そ うした

活動 を備 えた個人の特性 を指 し、その教育 としての

市民性教 育 とは、社会形成 の意識 をつ く り育 てるこ

とをめ ざす もの とな る。

この とき、こ とばの活動(こ とばを使 った活動)こ

そが 、市民をつ くる活動 におい て、きわめて重要 で

あ る とい うこ とがで きるだ ろ う。 なぜ な ら、人は こ

とばで考 え、こ とばに よって他者 と対話 し、 ことば

に よって社会 を形成す るか らで あ り、こ とばの活動

な く して 、市民 としての個人にはな りえないか らで

あ る。

一つの例 と して、一人の個人の 日常 に即 して考 え

てみ よ う。

個 人は、両親の こ とばを家族の中で受 け継 ぎ、育

つ地域 の ことば を享受 し、国家 のこ とばを学習す る。

そ して、他者 とこ とばを共有 し、地理的 に離れ た地

域 ・社会の ことば を学 び、それ らを総合 して、 自分

のこ とばを形成 してい く。

この よ うに、個人の 中の複数 の言語 的要素 の存在

を考 える と、一 人の人間の 中での、母語 ・第2言 語

・外 国語 の包括 的統 合 の問題 を無視 でき な くなる。

この課題 は、一つの社会 にお ける多言語 多文化 とい

う考 え方(多 言語 多文化主義)か ら、一人の人 間の

中の複数 の言語 ・文化 とい う発想(複 言 語複文化 主

義)へ の転換 を示唆 して いる。 このこ とは さ らに、

ことばは、言語学で 区切 られ た6000～8000の 境 界だ

けで はな く、地球 上の個 人の数 だけ、す なわ ち60
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億の こ とばがあ る と考 える可能性 に広 がっ てい く。

2「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 」 一 辺 倒 か ら

の 脱 却 へ

私 は研 究分野 として外 国人のため の 日本 語教育 に

籍 を置 くが、その 日本語教育 の これ まで のあ りよ う

に対 して、常に批判的な立場にあ る。

戦後 、外 国人のた めの 日本語 教育の出 発点 にお い

て強 く意識 された こ とは、文学鑑 賞 に重 きを置 く国

語教 育か らの離脱だ った と言 え よ う。そ の結果 とし

て、 日本 語教育は 、合理 的な精神 に基づ く形式主義

を標榜す るよ うに なる。 それ はす なわ ち、 日本国家

がた どった植 民地主義へ の批判 であ り、新 しい出発

と して の 「国際化」への道筋のはず だった。

しか し、 この形式主義志 向は、確 定 され た文型 ・

語彙等 の言 語項 目の習得 を 目的化 し、そ の学習 ・教

育の効率性 だけに注 目す るよ うにな る。1970年 代後

半か ら80年 代 にか けて の世界的 な言語教 育界の流

れ だ ったコ ミュニカテ ィブ ・アプ ローチ の洗礼に よ

って も変 わる ものでは なか った。 む しろ、 この ころ

か ら 日本語教 育の現場は、言語 の構 造 ・機能 と場面

の組 み合 わせ に よる 「コ ミュニ ケー シ ョン能 力」一

辺倒 になった。

もち ろん 、こ とばの教育に とって、 コ ミュニケー

シ ョン能力育成 も言 語の構 造 ・機能 と場面 との関係

も重 要な課題 であ る。 しか し、学習 とは決 して知識

の集積 では な く、また コ ミュニケー シ ョン能力 も決

して 一方 向 的 な教授 に よって身 に つ く もの では な

い。

なぜ な ら、人が こ とばを使 って行 う活 動 は、その

人のふ だんの生活 あるいは生き方 と切 り離せ ないか

らだ。 だか らこそ、 こ とばを身 につ ける とい うこ と

は、 自身 の生活 を通 して全身 で活動 しなければ得 ら

れ ない ものなのであ る。

したが って、 日本語教育 とい うのは、 日本語に よ

る活 動 を通 して、学習者一人ひ と りの多様 な言語活

動 の有 り様 に立ち会 うこ とで あるに もか かわ らず、

日本 語 とい う言語 だけ を見て、 その構 造や形 式を教

える ことだ と思い込んでい る教師 のいか に多い こと

か。

研 究対象 の解釈 ・解説 あ るい は位 置づ けに終始す

るこ とが研究 で、その成果 を未熟 な学生 ・学習者 に

与 え ることが教育 とい う図式は 、 もはや 成 り立たな

い。 教育 と研究 は ともに、 ことばによ る活動 を通 し

て 、学生 ・学習者一人 ひ とりの多様な言語活動のあ

りよ うに立ち会 うことを通 して、 自らのテーマ を求

めて いるはず なので ある。す なわち、教師 も学生 ・

学習者 も一個 の言語活動主体 として どの よ うな活動

が可能 なのか と問われ てい るので ある。

3テ ー マ を 発 見 す る と い う こ と(細 川

2012a)

で は、一 人ひ と りの言語活動 主体 としての 自らの

テーマ の発見 は どの よ うに形成 され るのか。

・自分の考 えてい ること(テ ーマ)を 相手に伝

え、そ の内容 につ いてや り取 りす る行為(自

己の 内省 と他者 との イ ンター ア クシ ョンの 活

性化)

・行 為者 に よるテー マ ・主題 ・動機 の構築 の

重要性(具 体的 なテーマに もとつ く固有性 と共

有性 をめ ぐる行為者 自身 の活動)

・〈情報INPUT→ 認識 ・判 断REFLECTION→ 他

者 へ の 表 現 化OUTPUT→ 他 者 か ら の 反 応

NOTICING→ 情 報INPUT>と い う活 動 循環 を螺

旋状(ス パイ ラル)に 描 く。

・全体か ら部分へ 、部分 か ら全体へ(テ ーマ/

動機 〉文脈 〉文章/文)

この よ うに見てみ る と、言語 関連項 目その ものは、

言語 分析の結果 に過 ぎない ことが わかる。分解 した

もの を組み立て て積み 上げて も本来 の活動 にはな ら

ない。 したが って、こ こでは活動全体 を動態 的なモ

デル と して構 築 された ものを考 慮 しなけれ ばな らな

い。 そのために、次の三点 を挙 げよ う。

① 言 語活動 に よっ て さま ざま な思考 と表 現 の

あ り方 を学ぶ こと

②他者 の存在 を受 け止め、 コ ミュニテ ィの多様

性 と複雑性 を理解 す ること

③ 複数 コ ミュニテ ィの あ りよ うの 中で 自己ア

イデ ンティテ ィを確認 す ること

そ して、最終 的には、 「人間 とは何 か」 とい う大

きな 問いので き る個人の育成が必 要にな る。 すなわ

ち、 日本語の活動 によ って生 じる諸 問題 を対象 とし

て 自らのテーマ とは何 か とい う問いに真 正面か ら向

き合い、徹底的 に考 え る研 究的態度 の涵 養 が この活

動の 目的 とな ろ う。 この ことに よって、個人 と社会

を結 び、人間 と しての生を肯定的 に捉 え られ るよ う

にな ることを め ざす。 ここでは 、 さまざまな問いを

自分 で立て、その こ とを コミュニテ ィ(教 室 ・研 究
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室等)の メンバー と共有 してい くこ とが求 め られ る

だ ろ う。

4「 こ とば の 市 民 」 と して 生 き る こ と

この課題 を個 人 と しての枠 を超 えて 、社会にお け

る他 者 との関係 の中で構築 して い くこ とが重 要であ

る と私は考 える。 そ して さらに 、それ を他者 との協

働 において社会 その ものへ働 き掛 けてい くこ とと し

て考 え るとき、一 人の人間に とって、社会 にお け る

自分 の位 置づ けを考 えないわけ にはいか な くなる。

それ がす なわ ち、個人 と社会 を結ぶ ことで あ り、こ

の こ とが、冒頭で述べ た、社会 の 中での個人、す な

わ ち 「市民」として生 きることに なる と私は考 える。

この とき、あえて 「ことば の市民」(細 川2012b)

とい う概念 が重 要であ ると私 は提案 したい。 「こと

ばの市民」 になる とい う議論は 、決 して 母語話者 に

のみ 向け られ るものではな く、す べて の言語使 用者、

つ ま り人間 と しての個 人に宛 てた もので ある ことを

意味 してい る。 こ とばに即 して厳密 に思考す るこ と

に よって、 自 らのテー マを発 見 し、それ を人 間探 求

への た しかな道筋 として認識 し、それ を実現す る社

会 を形成す るに至 るには どうした らいい のか。 この

プ ロセ スを模 索す るこ とこそ、 こ とばの市民た る も

のの資格で ある。

さらに大 き く考 えれば、そ のよ うな人格 を持 った

個 人は どのよ うに形成 され るの か とい う問題 は、分

野 の別 を超 えた人間形 成 と して の普 遍 的な教育課題

であ るとい えるだろ う。 ことば に よって 自律的に考

え、他者 との対話 を通 して、社会 を形成 してい く個

人 を 「ことば の市民」 と呼ぶ とす るな らば、その行

為者 自身 が、一個 の言 語活動主体 と して(「 主体 的

に活動す る/さ せ る」 とい う意味 では な く)、 言 語

使用 の問題 のみで はな く、人 と人 のい る環境 として

の社会全 体 を構成す る ことの意味 を考 えなけれ ばな

らないだ ろ う。

そ こで、 自己のテーマ を持 つ こ とと して のこ とば

の活動 に注 目す る必要 があるだ ろ う。 なぜ な ら、た

んに話す こ とと対話は違 うか らであ る。 では、そ の

対話 の 中身 ・内容 とは何か。 こ こに 、 「目的あ って

の ことば」 の意 味が存在す る。 「目的 あっての こと

ば」 とは 、 目的を持って ことばを使 うとい うことで

あ り、 こ とばによ って 、その 目的を果た そ うとす る

とい うこ とで もあ る。 この過程 に こそ 、一個の言語

活動 主体 としての充 実へ とい う概念 が現れ る。 一人

の市民 として、 ことば の活動 を どのよ うに充実 させ

るのか。

その とき、 「語 るべ き」何か を持つ とい う主題 が

浮上 す る。 「語 るべ き何か」 とは、 自分 に しか ない

もの、 自分の過去 ・現在 ・未 来 を結ぶ 「何か」で あ

る。 その何 か こそ、 自分のテーマ誌 とな る得 るもの

で あろ う。

5言 語 教 育 の 最 終 的 な 目的 とは 何 か

これ に対 して、母語 を異 にす る人間同士の関わ り

のため には最低 限の外 国語力が いる、 とい う主張が

一般 的だ ろ う。

けれ ども、そ の 「最低限」の実体 はだれ に もわ か

らない。 に もか かわ らず、テキス トの語彙 ・文型項

目と して リス ト化 されてい るもの を、言語や言語活

動 の分析結 果 を取 り入 れた基礎 ・基本、つ ま り 「最

低限」 の知識 として私 たちは教 室で学ぶ ことを強 要

され る。個 人一人ひ と りに とって、 自分の表現 した

い こ とをこ とば によって表 そ うとす るとき、 さま ざ

まな アプロー チが あるこ とは もはや 自明の ことだ。

一般 的 な基礎 ・基本 を積み上 げるだけでは、その人

の本来の こ とばには な らない とい う実感 を、多 くの

人が さま ざまな ところで得てい るのであ る。

では、基礎 ・基 本の積み上げ か らコ ミュニケー シ

ョン能力育成 をめ ざすのではな く、 「自身 の生 活 を

通 して全身で活動 」す るために は どのよ うに した ら

いいのか と人は考 え るだろ う。

この 「どの よ うに」の前に、 「なぜ」 を問 うこ と

が重 要だろ う。 この課 題の根 本は、 ことばの教 育 と

は何 か、 とい う最 終 目的への問い と深い 関わ りがあ

るか らであ る。 何 のために ことばは存在す るの か、

その こ とばをなぜ学ぶ のか。 この永遠 の 問い は、な

ぜ人 は生 きるのか とい う哲 学の命題 とも符合す る。

この 問いこそ、言語教 育の未 来 をひ らく鍵で あるに

違いない。

今 、重要 なのは 、混迷す る、 この社 会の 中で、価

値観 の異な る多様 な他者 との関係 にお いて、 ことば

によ って 自己を表現す る とともに、その他者 を理解

し、 ともに住み よい社会 をつ くってい くこととその

ための意識 改革 であ ろ う。それ は、私 たち一人ひ と

りが社会 と関わ りをもつ には ど うした らいいか とい

う課題 で もあ る。

この ことは、行為 者一人ひ と りが 、一個 の言語活

動主体 と して 、それ ぞれの社会 をどの よ うに構成 で
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き るのか、つ ま り社会におけ る市民 として どの よ う

な言 語活動の 姿勢 が求め られ るのか とい う課題 と向

き合 うことで ある。 この市民性 形成 こそが、 こ とば

の教 育の重要使命 であ り最終的 な 目的なのでは なか

ろ うか。

6市 民 性 形 成 の 教 育 課 題 へ

「市民性 形成」 は、 きわめて重要 な教 育概 念 であ

るに もかかわ らず 、 これまで言語教 育の分野で はほ

とん ど議 論 されて こなかった。た とえば、2001年 に

公刊 され た ヨー ロ ッパ言語共通参照枠(CEFR)で は、

その最終的な 目的 として民主的 な社会形成 のた めの

市民性(シ チ ズンシ ップ)教 育が主 張 され、そ の教

育方法 の一っ と して、CAN-DOや ポー トフォ リオ に よ

る評価 システ ムが例示 され た。 しか し、具体的 な教

育内容 について はまだ十分な議 論が ない。 言語教 育

と市民性教 育に関す る、数少 ない先行研 究のなか で、

M.Byram(2008)は 、市民性教育 とはイ ン ターカル チ ャ

ー(相 互文化性)教 育であ ると主張す る。 個人か ら

地球 規模 まで の諸 文脈 における、複数 のアイデ ンテ

ィテ ィを含 有す る、他者 との相互関係性 その もの が

イ ンター カル チ ャーで あ り、そ の教 育は、地球上 の、

さま ざまな人 々 とともに生きてい くた めの社会 構築

をめ ざした、 こ とばによる基盤 的な活動 の場 の形成

だ とす る。

このよ うに考 える とき、こ とばの教育 とは、 「こ

とば を教 える」 ことで はな く、 「ことば によって活

動す る」場 をつ くることにな るだ ろ う。

た とえば、個 人一人ひ とりが 、 自分の興 味 ・関心

か ら問題意識 へ とい う方 向性 を持 ち、 こ とばに よる

活動 を軸 に、他者 を受 け止め、 テー マの ある議 論 を

展開で きるよ うな場の形成 を、言語 教育は どの よ う

に提案 で きるだ ろ うか。

過去 ・現在 ・未 来を結 ぶ もの としての 自己の テー

マ発見は、 「私 は○○ 人であ る」 とい う帰属感 では

な く、 この社会 にお いて 「私 と して ここにい る」 と

い う自らの居場所感 を改めて認 識 させ る。 それぞれ

のアイデ ンテ ィテ ィを問いつっ、各 々のテーマ につ

いてゆっ く り静か に語れ る環境 が存在す るとき、言

語習得 だけを 目的 としない言語 活動 とそ の活性 化が

大切 な意 味を持つ こ とになる。 この活動環境 の 中で

人 は 「こ とばの市民」 と しての責任 を担 う。

お わ りに

言語教育 と生 きるこ とについて、 ことばの活動か

らの提言 とい う観点 か ら考 えてみ ると、 「教材」の

問題が とて も大 きい よ うに思われ る。

・ 教材 とはだれ のため、何のた めにあるのか?

・ 教材 か ら何 を学 ばせ よ うとす るのか?

・ 教材 がなけれ ば活動は成 立 しないのか?

このよ うな教材 の存在 それ 自体 を疑 う視点が必要

だ ろ う。 なぜ な ら、そのすべ ては活動のデザイ ン、

教師の教育観 に根 ざすか らで ある。

さらに、戦後 の国語教 育の中で 当然の よ うに謳 われ

て きた単元学習 の 「単 元」 とは何 か とい う課題は 、

当該分野 内で はタブー のよ うにほ とん ど問題 にされ

ていない よ うだ。

・ なぜ 「単元」 なのか

・ 「単元 」の発想 は どこか ら来たか

・ 「単元」 を外 して何 が残 るのか

この よ うな 問いは、 「生活 単元学習」 としては じ

まった単元学習の根本理念 を問 うことで もある。た

とえ ば、外国籍児童 ・生徒 が国語科の教科学習 につ

いていけない とい う問題 は、一般 に言われ るよ うに、

語彙 や漢 字 とい った教 育方 法 上 の問題 なの では な

く、国語科 とい う教科が 、生活 単元学習 の 「生活」

それ 自体の意 味 を失ってい るか らにほかな らない。

本稿 で述べ た、市民性 をめ ざ した ことばの教育 こそ、

これ か らの世界 を支 える青少年 たちへの教育 として

最重 要課題 であ ろ う。 また、 そ うした理念が現行 の

教育評価 および教師養成 ・研修 の制度 とどの よ うに

かかわ るのか。 この探求 こそ言語 教育が今、全力 を

挙 げて取 り組む べき課題 だろ う。

注:

た と え ば 、2001年 に 発 表 さ れ た ヨー ロ ッ パ 言 語 共

通 参 照 枠(CEFR)で は 、 「民 主 的 シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育

educationfordemocraticCitizenship」 と の 関 連

か ら 、 ヨー ロ ッパ に お い て 「社 会 に お い て 共 存 す る

人(apersonco-existinginasociety)」 と い う個

人 の あ り方 は 、 複 言 語 ・複 文 化 主 義 の 理 念 と個 人 の

ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 概 念 と が 一 体 化 し

たCitizenshipと し て 捉 え ら れ て い る 。

言 語 教 育 に お け るcitizenshipに 関 して は 、

ヨ ー ロ ッ パ 評 議 会 の 近 年 の 議 論 が 有 効 で あ ろ う。 こ

の 状 況 に つ い て は 、 福 島 青 史(2011)に く わ しい 。

福 島 に よれ ば 、citizenshipそ の も の の 定 義 は 決 し

て 固 定 し た も の で は な く 、 歴 史 的 に は 、 帰 属 を 中 心
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と した考え方か ら、個人のアイデ ンテ ィテ ィの方 向

へ と流動的 に変容 しているこ とが指 摘 され ている。
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